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　近年では、子供たちの理科離れが深刻な問題となっている。その要因の一つとして、教師自身の理科嫌いが考えられる。特に物理に関して言えば、教職を目指す教育系学部の大学生のうち6割もが高校で物理を学ばず、「物理が好き」な学生も2割に満たないという報告がなされている。
私たちはこうした現状を改善するための試みとして、茨城大学教育学部において、ポストドクターの東による出張授業を実施し、物理を理解する上で必要な数学について解説した。また、学生に対して、中学・高校1年レベルの物理の学力チェック、および、高校時代の物理および数学の履修状況等に関するアンケートも行った。
それらの調査の結果、化学や生物など他の理科の科目と比べて、物理がマスター出来ていると自己評価している学生の割合が低く、また物理が好きだと回答した学生の割合も低いということが分かった。物理を学習する上での基礎となる大学レベルの微分積分や線形代数を勉強している学生の割合も低かった。こうした状況を改善する方法の一つとして、本講演では、実用数学技能検定の受験を推奨する。数学の学習進度の目安となるだけでなく、学習意欲の向上にもつながるのではないかと期待されるからである。
